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(54)【発明の名称】内燃機関に水素ガスを供給するためのシステムおよび方法

(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
内燃機関を供給するために水素ガスを生成するシステムであって、コントローラと、内燃
機関と、輸送車両の電気システムと、燃料供給ユニットと、排気センサと、バッテリ管理
システムと、電気分解システムとを備え、
輸送車両の電気システムは、電気分解システム、内燃機関、および輸送車両の他の付属品
に電流を供給し、
燃料供給部は、内燃機関に燃料を供給し、
排気センサは、輸送車両の排気管に設置され、
バッテリ管理システムは、電気分解プロセスを実行するために電気分解システムに電流を
供給し、
バッテリ管理システムは、少なくとも１つのバッテリと、第２の電流調整回路と、ソレノ
イドモータと、発電機と、増幅回路と、整流回路とを備え、
バッテリは、第２の電流調整回路に直流電流を供給し、
第２の電流調整回路は、バッテリに接続され、振幅値を増加させ、所定の値で周波数を生
成することによって、直流を交流に変換し、
第２の電流調整回路は電磁誘導を生成するためにソレノイドモータを回転させる交流電流
を提供し、電磁場の効果によって、発電機が起動され、一定電圧の交流電流を生成し、
増幅器回路は、発電機に接続され、交流電流の電圧、電力およびアンペア数の振幅を増加
させ、
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整流回路は、増幅回路に接続され、交流電流を直流電流に変換して電気分解システム、輸
送車両の他の構成要素、およびバッテリに供給し、
電気分解システムは電気分解プロセスを実行するために、輸送車両の電気システムまたは
／およびバッテリ管理システムから電気を供給され、輸送車両の内燃機関のためのクリー
ンな水素ガスを生成し、
電気分解システムは、電気分解装置と、水素フィルタ装置と、第１の電流調整回路とを備
え、
第１の電流調整回路は輸送車両の電気システムまたは／およびバッテリ管理システムに接
続され、振幅値を増加させることによって直流を交流に変換し、所定の値で周波数を発生
させて電気分解装置に供給し、
電気分解装置は、入力、金属バー、出力、およびダイヤフラムを含み、入力は、ウォータ
ーボックスに接続され、金属バーは、ステンレス鋼で作られて１Ａ～２０Ａのアンペア数
Ｉを供給される第１の電流調整回路に接続され、出力は、水素フィルタ装置に接続され、
ダイヤフラムは、グラフェンまたは複合プラスチックで作られ、
水素フィルタ装置は、純度を高め、水素ガス流の温度を下げ、頂部、本体部、および底部
を備え、底部は電気分解装置の出力に接続され、本体部はいくらかの量の水を保持し、頂
部は内燃機関の吸気マニホルドに接続され、
内燃機関は外気を内燃機関のシリンダ内に収集する吸気マニホルドを有し、吸気マニホル
ドはまた、シリンダに供給される水素ガスを受け取るために電気分解システムに接続され
、排出物がシリンダ内から排気管に流れ、環境内に排出されることを可能にする内燃機関
の排気ラインを有し、
コントローラは、ウォーターボックス、内燃機関、輸送車両の電気システム、燃料供給ユ
ニット、バッテリ管理システム、排気センサ、電気分解装置、水素フィルタ装置、第１の
電流調整回路、および輸送車両の他の装置を制御する制御回路を含む、
システム。
【請求項２】
ウォーターボックスには、輸送車両の空調システムから水が供給される、請求項１に記載
の内燃機関を供給する水素ガス生成システム。
【請求項３】
電気分解用水は、家庭用水、純水、蒸留水、脱イオン水である、請求項１に記載の内燃機
関を供給する水素ガス生成システム。
【請求項４】
請求項１に記載の内燃機関を供給する水素ガス生成システムであって、制御部に接続され
るスクリーンであって、内燃機関への水素ガス及び燃料の供給量、および、排出物中に存
在する残留燃料の量の少なくとも一つを含むパラメータを表示するスクリーンをさらに備
える、内燃機関を供給する水素ガス生成システム。
【請求項５】
電気分解装置は、電気分解装置の内部の水位を判定する、コントローラに接続された水位
センサをさらに備え、
電気分解装置内部の水位が所定の閾値を下回ると、水位センサはコントローラに信号を送
信し、コントローラはウォーターボックスを制御して水を電気分解装置に入れ、
電気分解装置の内部に導入された水が所定の最高閾値に達すると、水位センサはコントロ
ーラに信号を送信してウォーターボックスを制御し、電気分解装置のための水の供給を停
止する、
請求項１に記載の内燃機関を供給する水素ガス生成システム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
本発明は、水素ガス発生装置に関する。より詳細には、本発明が燃料を節約し、環境への
排出を低減する、内燃機関に供給するための水素ガスを生成するためのシステムおよび方
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法に関する。
【背景技術】
【０００２】
現在、大気汚染の問題は、人命に深刻な影響を及ぼす深刻な問題の１つである。特に、車
両の内燃機関からの排出物は、大気汚染の主な原因の１つである。車の内燃機関は、運転
中にＮＯx、ＣＯ、ＣＯ2、ＳＯ2、Ｃm Ｈnなどの有害ガスを発生させ、環境を汚染し人体
に影響を与える物質である。
【０００３】
車両数の増加に伴い、車両の内燃機関に使用されるディーゼル燃料及びガソリン燃料の量
も急速に増加している。車両の内燃機関のためのディーゼルおよびガソリン燃料の使用を
徐々に置き換えるかまたは低減するための他の燃料を見出すために、多くの研究が行われ
ている。特に、水素ガスは安全で効果的な解決策であり、環境への排出を低減するのに役
立つように向けられている。
【０００４】
世界中には水から電気分解によって車両の内燃機関に供給する水素ガス発生システムが多
く存在するが、これらのシステムはまだ高い効率をもたらしていない。
【０００５】
米国特許第６２５７１７５号明細書は、水素及び酸素発生装置、バッテリ、水リザーバ、
エンジンを含む、内燃機関用の酸素及び水素発生装置を開示している。装置内にはアノー
ドおよびカソードのみが示されており、アノードの周囲および上方に酸素コレクタが配置
され、カソードの上方および周囲に水素コレクタが配置され、水素および酸素発生装置内
の水位を制御するのを補助するためにフロートスイッチが設けられている。アノードおよ
びカソードは、バッテリによって電力供給される。バッテリは、点火スイッチに接続され
、回路が通電されたときにのみ酸素および水素が生成されることを確実にする。エンジン
は、吸気マニホルドと、燃料噴射ユニットとを備える。吸気マニホルドは、エンジンに空
気を供給する。燃料供給部は、エンジンに燃料を供給する。酸素導管は、コレマニホルド
マニホルドまで延在する。水素導管は、コレクタから燃料噴射ユニットまで延在する。
【０００６】
米国特許出願公開第２０１４／０２１６３６６号明細書は、マイクロコントローラと、エ
ンジンと、ＰＣＶバルブと、酸素水素発生器とを備える、内燃機関のための水素オンデマ
ンド燃料システムを開示している。マイクロコントローラは、自動車の動作を監視するた
めにセンサに接続される。センサは、エンジン温度センサ、点火プラグセンサ、バッテリ
センサ、ＰＣＶ弁センサ、およびエンジンＲＰＭセンサ、加速度計センサ、ならびに排気
センサを含む。エンジンは、吸気マニホルドに接続される。作動時に、吸気マニホルドは
、燃焼室に入る燃料と空気との混合気を受け取る。燃焼後、残留燃マニホルド混合気は、
再使用のために吸気マニホルドに戻される。酸素－水素発生器は、アノードおよびカソー
ドとしての役割を果たす金属板からなる。金属としては、亜鉛、カドミウム、金、白金、
パラジウムなどが挙げられる。アノードおよびカソードには、エンジンまたはバッテリの
電源から電力が供給される。酸素－水素発生マニホルドド－水素を吸気マニホルドにマニ
ホルド口を含む。酸素－水素発生器は、電気分解質溶液を提供するリザーバババブラーに
接続することができる。
【０００７】
米国特許８４５４８０８号明細書は、ポータブル水素補足システムと、内燃機関と、車両
バッテリと、制御回路とを備える、内燃機関のためのオンデマンド水素生成のための水素
補足システムを開示する。車両バッテリは、ポータブル水素補足システムに電源を供給す
る。ポータブル水素補足システムに電力が供給された後、生成された水素は、内燃機関の
吸気口に送られる。酸素は、環境中または内燃機関中に放出される。ハウジングユニット
を備える携帯型水素補給システムはハウジングユニットの内部に、電気分解装置と、電気
分解装置に非電気分解水を供給するように配置された電気分解装置の上に配置された非電
気分解水タンクとを備える。電気分解装置は、アノードと、カソードと、アノードおよび
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カソード上にそれぞれ配置された電極触媒と、電極触媒間に配置された膜とを備える。非
電気分解質水は、水素および酸素を生成する電気分解装置に入る。水素及び酸素は、非電
気分解質水タンクの水素部及び酸素部に再導入される。水素部の水素は、内燃機関の吸気
口に送られる。制御回路は、真空スイッチと、オペレータ制御スイッチと、全地球測位シ
ステム（ＧＰＳ）と、ＡＮＤゲートと、スイッチとを備える。運転者制御スイッチはエン
ジンが作動しているとき、ポータブル水素補足システムへの電気回路を完成させる。
【０００８】
上記の発明はそれらの特定の目的および要件を満たすが、触媒を使用することなく、蒸留
水を電気分解して内燃機関用の水素を生成することができる電気分解システムを使用しな
いことが分かる。一方、上記発明はシステムに交流電流を供給するため、および元のプラ
イミングバッテリモジュールを再充電するためのフィードバックを与えるために、定常電
流を生成する電気回路および方法を網羅していない。
【０００９】
したがって、燃料を節約し、環境中に放出される有害排出物の数をほぼ完全に低減し、内
燃機関を冷却し、内燃機関内の残留物を除去する内燃機関を供給する水素ガス発生システ
ムを設計することが不可欠である。
【００１０】
また、システムに交流電流を供給するため、および元のプライミングバッテリモジュール
を再充電するためのフィードバックを与えるために、電気回路および定常電流を生成する
方法を設計することも必要である。
【００１１】
また、触媒を使用せずに、蒸留水を電気分解して内燃機関用のクリーンな水素ガスを生成
することができる電気分解システムを設計する必要がある。
【００１２】
本発明に開示されるシステムは、上述の問題を解決する。
【発明の概要】
【００１３】
本発明の主な目的は、コントローラ、内燃機関、輸送車両の電気システム、燃料供給ユニ
ット、排気センサ、バッテリ管理システム、および電気分解システムを備える、内燃機関
に供給するための水素ガスを生成するためのシステムを提供することである；
【００１４】
輸送車両の電気システムは、輸送車両の電気分解システム、内燃機関、および他の付属品
に電流を供給する；
【００１５】
燃料供給部は、内燃機関に燃料を供給する；
【００１６】
排気センサは、輸送車両の排気管に設置される；
【００１７】
バッテリ管理システムは、電気分解プロセスを実行するために電気分解システムに電流を
供給するために使用される；
【００１８】
少なくとも１つのバッテリと、第２の電流調整回路と、ソレノイドモータと、発電機と、
増幅回路と、整流回路とを備えるバッテリ管理システム；
【００１９】
バッテリは、第２の電流調整回路に直流電流を供給するために使用される；
【００２０】
第２の電流調整回路は、バッテリに接続され、振幅値をｉだけ増加させ、所定の値で周波
数を生成することによって、直流を交流に変換するために使用される；
【００２１】
第２の電流調整回路は電磁誘導を生成するためにソレノイドモータを回転させる交流電流
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を提供し、電磁場の効果によって、発電機が起動され、一定電圧の交流電流を生成する；
【００２２】
増幅器回路は、発電機に接続され、交流電流の電圧、電力およびアンペア数の振幅を増加
させるために使用される；
【００２３】
整流回路は、増幅回路に接続され、交流電流を直流電流に変換して電気分解システム、輸
送車両の他の構成要素、およびバッテリに供給するために使用される；
【００２４】
電気分解システムは電気分解プロセスを実行するために、輸送車両の電気システムまたは
／およびバッテリ管理システムから電気を供給され、輸送車両の内燃機関のためのクリー
ンな水素ガスを生成する；
【００２５】
電気分解装置と、水素フィルタ装置と、第１の電流調整回路とを備える電気分解システム
；
【００２６】
第１の電流調整回路は輸送車両の電気システムまたは／およびバッテリ管理システムに接
続され、振幅値を増加させることによって直流を交流に変換し、所定の値で周波数を発生
させて電気分解装置に供給するために使用される；
【００２７】
入力、金属バー、出力、およびダイヤフラムを含む電気分解装置であって、入力がウォー
ターボックスに接続され、金属バーが、ステンレス鋼で作られ、１Ａ～２０Ａのアンペア
数Ｉを供給される第１の電流調整回路に接続され、出力が水素フィルタ装置に接続され、
ダイヤフラムがグラフェンまたは複合プラスチックで作られる、電気分解装置；
【００２８】
水素フィルタ装置は純度を高め、水素ガス流の温度を下げるために使用され、頂部、本体
部、および底部を備え、底部は電気分解装置の出力に接続され、本体部はいくらかの量の
水を保持するために使用され、頂部は内燃機関の吸気マニホルドに接続される；
【００２９】
内燃機関は外気を内燃機関のシリンダ内に収集するために使用される吸気マニホルドを有
し、吸気マニホルドはまた、シリンダに供給される水素ガスを受け取るために電気分解シ
ステムに接続され、シリンダ内からの排出物を排気管に運び、環境内に排出するために使
用される内燃機関の排気ラインを有する；
【００３０】
コントローラは、ウォーターボックス、内燃機関、輸送車両の電気システム、燃料供給ユ
ニット、バッテリ管理システム、排気センサ、電気分解装置、水素フィルタ装置、第１の
電流調整回路、および輸送車両の他の装置を制御するために使用される制御回路を含む。
【図面の簡単な説明】
【００３１】
本明細書に組み込まれ、本明細書の一部を形成する添付の図面は本発明の実施形態を示し
、説明と共に、本発明の原理を説明するのに役立つ。
【００３２】
【図１】図１は、水素ガス生成システムを示す；
【００３３】
【図２】図２は、内燃機関を供給する水素ガス生成システムを示す；
【００３４】
【図３】図３は、内燃機関のために提供される成分を図示する；
【００３５】
【図４】図４は、電気分解システムの構成を示す；
【００３６】
【図５Ａ】図５Ａは、バッテリ管理システムを示す；
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【００３７】
【図５Ｂ】図５Ｂは、本発明の別の実施形態によるバッテリ管理システムを示す；
【００３８】
【図６】図６は、内燃機関に供給する水素ガスの製造方法を示す図である。
【発明を実施するための形態】
【００３９】
図１を参照すると、本発明による水素ガス生成システム１００を示すブロック図である。
水素ガス生成システム１００は適用可能なオブジェクト１１０と、エネルギー源１２０と
、電気分解システム１３０とを備え、これらは全て相互接続されており、電気分解システ
ム１３０は、電気分解プロセスを実行するためにエネルギー源１２０から電気エネルギー
を供給され、電気分解プロセスから得られた生成物が使用のために適用可能なオブジェク
ト１１０に運ばれる。適用可能なオブジェクト１１０は、輸送車両、住宅、工場などを含
む。エネルギー源１２０は、バッテリ管理システム、適用可能なオブジェクト１１０の電
気システム、または他のオブジェクトの電気システムを備える。
【００４０】
図２を参照すると、本発明の例示的な実施形態による、内燃機関２００に供給する水素ガ
ス生成システムを示すブロック図が示されている。内燃機関２００に供給する水素ガス生
成システムは、コントローラ２１０と、内燃機関２２０と、輸送車両の電気システム２３
０と、燃料供給ユニット２４０と、排気センサ２５０と、電気分解システム１３０とを備
える。
【００４１】
電気分解システム１３０は輸送車両２３０の電気システムから電気を供給され、電気分解
プロセスを実行し、輸送車両２０１の内燃機関２２０のためのクリーンな水素ガスを生成
する。ウォーターボックス２０３は、電気分解システム１３０に接続され、電気分解シス
テム１３０に電気分解に使用される水を供給する。電気分解に使用される水は家庭用水、
純水、蒸留水、脱イオン水などの全ての種類の水を含むが、これらに限定されない。ウォ
ーターボックス２０３に導入される水は、輸送車両２０１の空調システム２０４から生成
される水、またはオペレータによって導入される水とすることができる。
【００４２】
輸送車両２３０の電気システムは、電気分解システム１３０、内燃機関２２０、および輸
送車両２０１の他の補機（図示せず）に電流を供給する。燃料供給ユニット２４０は、内
燃機関２２０に燃料を供給する。使用される燃料は、使用される内燃機関２２０のタイプ
に応じてガソリンまたはディーゼルである。
【００４３】
排気センサ２５０は輸送車両２０１の排気管２０２に設置され、内燃機関２２０から排出
される排気ガス中の残存燃料量を計測し、コントローラ２１０に送る。これにより、コン
トローラ２１０は、燃料供給ユニット２４０を調整して、内燃機関２２０に適切な量の燃
料を噴射する。
【００４４】
本発明の一実施形態によれば、バッテリ管理システム２６０をさらに備える内燃機関２０
０に供給する水素ガス生成システムは、電気分解プロセスを実行するために電気分解シス
テム１３０に電流を供給するために使用される。
【００４５】
コントローラ２１０は、電気分解システム１３０、ウォーターボックス２０３、内燃機関
２２０、輸送車両の電気システム２３０、燃料供給ユニット２４０、バッテリ管理システ
ム２６０、排気センサ２５０、および輸送車両２０１の他の装置（図示せず）を制御する
ために使用される制御回路を含む。スクリーン２１１はコントローラ２１０に接続され、
内燃機関２２０への水素ガス及び燃料の供給量、排出物中に存在する残留燃料の量などの
パラメータを表示するために使用され、オペレータが車両２０１の全体の動作を監視する
ことを可能にし、同時に、オペレータは、このスクリーン２１１を通して、内燃機関２２
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０への水素ガス及び燃料の供給量などを設定することができる。
【００４６】
図３を参照すると、本発明の例示的な実施形態による内燃機関２２０のために提供される
成分が示されている。内燃機関２２０は、内燃機関２２０のシリンダ３１０内に外気を収
集するために使用される吸気マニホルド３２０を有する。吸気マニホルド３２０はまた、
電気分解システム１３０に接続され、シリンダ３１０に供給される清浄な水素ガスを受け
取る。内燃機関２２０の排気ライン３３０はシリンダ３１０の内部から排気管２０２に排
出物を運び、環境中に排出される。内燃機関２２０が作動しているとき、燃料供給ユニッ
ト２４０は燃料をシリンダ３１０内に噴射し、次いで、空気および清浄な水素ガスが、そ
れぞれ、吸気マニホルド３２０を通って内燃機関２２０のシリンダ３１０内に導入される
。空気、清浄水素ガス、および燃料の混合物は排出物を生成するためにシリンダ３１０の
内部で燃焼され、排出物は排気ライン３３０を通ってシリンダ３１０から取り出され、環
境に入る。一方、クリーン水素ガスがシリンダ３１０内に導入されると、ＮＯx、ＣＯ、
ＣＯ2、ＳＯ2、Ｃn Ｈm等の有害ガスも排除され、シリンダ３１０から排出される排気流
がパージされる。
【００４７】
図４を参照すると、本発明の例示的な実施形態による電気分解システム１３０の構成が示
されている。電気分解システム１３０は、電気分解装置４１０と、水素フィルタ装置４２
０と、第１の電流調整回路４３０とを備え、これらは全てコントローラ２１０に接続され
る。第１の電流調整回路４３０は、輸送車両２３０の電気システムおよび／またはバッテ
リ管理システム２６０に接続され、十分に大きい振幅値を増加させ、電気分解装置４１０
に供給するための適切な周波数を生成することによって、直流を交流に変換するために使
用される。第１の電流調整回路４３０のおかげで、電気分解装置４１０は、触媒を使用す
ることなく、蒸留水を電気分解することができる。
【００４８】
電気分解装置４１０は、入力部４１１、金属バー４１２、出力４１３、およびダイヤフラ
ム４１５を備える。入力部４１１は、ウォーターボックス２０３に接続されている。金属
バー４１２は、第１の電流調整回路４３０に接続され、水を介して電気を伝導して、水分
子の水素への電気分解プロセスを実行するために使用される。金属バー４１２は任意の公
知の金属または合金からなることができ、最良のものはステンレス鋼である。出力４１３
は、水素フィルタ装置４２０に接続される。ダイヤフラム４１５は、グラフェンまたは複
合プラスチックからなる。ここで、電気分解処理を行うために金属バー４１２に供給され
る電流は、１Ａ～２０Ａである。
【００４９】
水素フィルタ装置４２０は上部４２１、本体部４２２、および底部４２３を含む水素ガス
流の純度を高め、温度を下げるために使用され、底部４２３は電気分解装置４１０の出力
４１３に接続され、本体部４２２はいくらかの量の水を保持するために使用され、上部４
２１は内燃機関２２０の吸気マニホルド３２０に接続される。
【００５０】
図４に示すように、水位センサ４１４は、電気分解装置４１０に設置され、電気分解装置
４１０の内部の水位を決定するために使用されるコントローラ２１０に接続される。電気
分解装置４１０内の水位が所定の閾値を下回ると、水位センサ４１４はコントローラ２１
０に信号を送信し、コントローラ２１０はウォーターボックス２０３を制御して水を電気
分解装置４１０に入れる。電気分解装置４１０内に導入された水が所定の最高閾値に達す
ると、水位センサ４１４はコントローラ２１０に信号を送信して、ウォーターボックス２
０３を制御し、電気分解装置４１０への水の供給を停止する。
【００５１】
金属バー４１２は第１の電流調整回路４３０から電気を供給されると、電気分解装置４１
０の内部で水の電気分解を行い、水素ガスを生成する。この水素ガスは、出力４１３を通
って水素フィルタ装置４２０の底部４２３に導かれ、次いで、水素ガスは本体部分４２２
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に含まれる水を通過し、ここで、水素は浄化され、適切な温度まで温度を低下させ、水素
ガスは最終的に、上部部分４２１を上昇し、内燃機関２２０の吸気マニホルド３２０に入
る。
【００５２】
図５Ａおよび図５Ｂを参照すると、本発明の例示的な実施形態によるバッテリ管理システ
ム２６０が示されている。バッテリ管理システム２６０は、バッテリ５１０と、第２の電
流調整回路５２０と、ソレノイドモータ５３０と、発電機５４０と、増幅回路５５０と、
整流回路５６０とを備え、全てが互いに接続されている。バッテリ５１０は、第２の電流
調整回路５２０に直流電流を供給するために用いられる。本発明の実施形態によれば、バ
ッテリ５１０は、１２～２４ボルトの直流電流を供給する。第２の電流調整回路５２０は
振幅値を十分に大きくし、適切な周波数を生成することによって、直流を交流に変換する
ために使用される。第２の電流調整回路５２０は、電磁誘導を生成するためにソレノイド
モータ５３０を回転させる交流を提供する。このとき、電磁場の影響によって、発電機５
４０が作動し、（機械エネルギーから電気エネルギーへの変換のメカニズムに従って）一
定電圧の交流電流を生成する。次いで、この交流電流は、増幅器回路５５０を通過して、
交流電流の電圧、電力、およびアンペア数の振幅を適切なレベルまで増加させる。次に、
増幅回路５５０からの出力交流電流は、整流回路５６０に導かれる。整流回路５６０は、
交流電流を直流電流に変換して、電気分解システム１３０および輸送車両２０１の他の構
成要素に供給する。加えて、整流回路５６０から出る電流の一部は、バッテリ５１０を充
電するために使用される。したがって、動作中、バッテリ管理システム２６０は電気分解
システム１３０および輸送車両２０１の他の付属品の両方のための電源を提供し、バッテ
リ５１０への入力を自動的に充電するフィードバック能力を有する。本発明の一実施形態
によれば、バッテリ管理システム２６０はまた、２つ以上のバッテリ５１０を含むことが
でき、すべてが一緒に接続される。
【００５３】
本発明によれば、第１の電流調整回路４３０及び第２の電流調整回路５２０は、PWM(Puls
e Width Modulation method)に基づいて動作する。これは、トリガ電流のパルス幅調整の
方法であり、言い換えれば、ストリング輪郭の幅の変化と時間的に調整された周波数に対
する密度変化とに基づく変調方法である。ＰＷＭ方式を使用する場合、電流信号は、同じ
周波数で、正側または負側の異なる幅で変化する。これは、スイッチの開閉時間を調整す
るルールに従い、負荷のソースを周期的にオン／オフする原理に従った方法である。オン
／オフエージェントは、第１の電流調整回路４３０および第２の電流調整回路５２０に含
まれる半導体トランジスタによって実行される。具体的には、このスイッチが開いている
とき、全電圧が負荷に印加される。スイッチが閉じられると、負荷は電圧源から遮断され
る。スイッチが閉じられると、負荷は電圧源を遮断する。したがって、このスイッチのオ
ン／オフサイクルの間、負荷は時には全電圧源を受け取り、時にはその一部を受け取り、
時には何も受け取らない。出力電圧の実効値は、次式で計算される：
【００５４】
Ｕｄ＝Ｕｍａｘｘ（ｔ１／Ｔ）（Ｖｏｌｔ）
ここで、ｔ１／Ｔ、これは％単位のＰＷＭ補正係数である。
【００５５】
輸送車両２０１の動作中、いくらかの水が輸送車両２０１の空調システム２０４から生成
され、ウォーターボックス２０３に供給される。その結果、作業者がウォーターボックス
２０３を補充することなく、電気分解装置４１０に水を供給して電気分解処理を行うこと
ができる。
【００５６】
図６を参照すると、本発明による内燃機関６００（「方法６００」）に水素ガスを供給す
るための水素ガスの製造方法を示すフローチャートが示されている。方法６００はステッ
プ６０１で始まり、電気分解システム１３０およびバッテリ管理システム２６０を供給し
、次いで、それらを水素ガス生成システムの残りの部分に接続して、内燃機関２００を供
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給する。
【００５７】
ステップ６０２において、オペレータは、スクリーン２１１を介して内燃機関２２０に供
給される水素の量を設定する。次いで、この設定に基づいて、電気分解システム１３０は
、最適な量の水素ガスを内燃機関２２０に送達するように制御される。
【００５８】
ステップ６０３において、内燃機関２２０を始動する。コントローラ２１０は輸送車両２
３０の電気システムを制御して内燃機関２２０に電流を供給すると同時に、燃料供給ユニ
ット２４０を制御してシリンダ３１０内に燃料を噴射すると同時に、吸気マニホルド３２
０を介してシリンダ３１０にも空気が導入される。燃料と空気との混合気は、シリンダ３
１０内で燃焼されて仕事を生成する。
【００５９】
ステップ６０４において、電流を電気分解システム１３０に供給する。内燃機関２２０が
作動すると、コントローラ２１０は輸送車両２３０の電気システムおよび／またはバッテ
リ管理システム２６０を制御して第１の電流調整回路４３０に電流を供給し、第１の電流
調整回路４３０は、十分に大きい振幅値を増加させ、電気分解装置４１０の金属バー４１
２に供給するための適切な周波数を生成することによって、直流を交流に変換する。電気
分解処理を行うために金属バー４１２に供給される電流は、１Ａ～２０Ａである。
【００６０】
ステップ６０５において、電気分解プロセスを実行する。具体的には、金属バー４１２に
電気が供給されると、電気分解装置４１０内の水の電気分解を行い、水素ガスを生成する
。この水素ガスは、出力４１３を通って水素フィルタ装置４２０の底部４２３に導かれ、
次いで、水素ガスは本体部分４２２に含まれる水を通過し、ここで水素が洗浄され、温度
を適切な温度に低下させる。
【００６１】
ステップ６０６において、清浄な水素ガスを電気分解システム１３０から内燃機関２２０
のシリンダ３１０に供給する。コントローラ２１０は、ステップ６０２で設置されたクリ
ーン水素ガスの設定量を内燃機関２２０のシリンダ３１０に供給する水素フィルタ装置４
２０を制御する。クリーンな水素ガスは、空気および燃料と混合され、次いで、燃焼され
て仕事を生成する。
【００６２】
ステップ６０７において、排気センサ２５０は排気管２０２から出る排出物中に残ってい
る燃料の量を測定し、次いで、その結果をコントローラ２１０に送る。この測定結果から
、コントローラ２１０は適切な制御信号を分析し、与える。具体的には排出物中に残って
いる燃料の量が予め設定された許容閾値を超える場合、コントローラ２１０はオペレータ
が燃料供給ユニット２４０から内燃機関２２０に供給される燃料の量を調整するための警
告をスクリーン２１１上に発行する。
【００６３】
内燃機関２００に供給する水素ガス生成システムの動作中、電気分解装置４１０内の水は
失われるので、ウォーターボックス２０３から追加する必要がある。
【００６４】
本発明の一実施形態によれば、運転中、内燃機関２００に供給する水素ガス生成システム
は燃料を節約し、環境中に放出される有害排出物の数をほぼ完全に低減し、内燃機関２２
０を冷却し、かつ、化石燃料燃焼の過剰量によって元々形成された内燃機関２２０内の残
留物を排出せず、したがって内燃機関２２０の壁／壁の内側に留まる。一方、電気分解シ
ステム１３０は内燃機関２２０が作動しているときにのみ作動し、清浄な水素ガスを生成
する。内燃機関２２０が作動を停止すると、電気分解システム１３０は清浄な水素ガスの
生成を停止し、水素ガスは、システム内に貯蔵されず、したがって、安全性が保証される
。
【００６５】
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上記で開示された内燃機関２００に供給する水素ガス生成システムの実施は、以下の目的
を達成する：
【００６６】
内燃機関に供給する水素ガス生成システムは車両に供給されるディーゼル燃料またはガソ
リン燃料の量を最大４０％まで低減することができ、一方で環境中に放出される有害排出
物の数をほぼ完全に低減するのに役立つ。
【００６７】
本発明はまた、内燃機関に供給するために大量の清浄な水素ガスを発生させることができ
る電気分解システムを提供する。また、このシステムは触媒を用いずに、蒸留水を電気分
解して、清浄な水素ガスを生成することもできる。
【符号の説明】
【００６８】
１００  水素ガス生成システム
１１０  オブジェクト
１２０  エネルギー源
１３０  電気分解システム
２００  内燃機関を供給する水素ガス生成システム
２０１  輸送車両
２０２  排気管
２０３  ウォーターボックス
２０４  空調設備
２１０  コントローラ
２１１  スクリーン
２２０  内燃エンジン
２３０  輸送車両の電気システム
２４０  燃料供給ユニット
２５０  排気センサ
２６０  バッテリ監視装置
３１０  シリンダ
３２０  吸気マニホルド
３３０  排気ライン
４１０  電気分解装置
４１１  入力
４１２  メタルバー
４１３  出力
４１４  水位センサ
４１５  ダイアフラム
４２０  水素フィルタ装置
４２１  上部
４２２  本体部
４２３  下部
４３０  第１電流調整回路
５１０  バッテリー
５２０  第２の電流調整回路
５３０  ソレノイドモータ
５４０  発電機
５５０  増幅回路
５６０  整流回路
【要約】
制御装置、内燃機関、輸送車両の電気システム、燃料供給ユニット、排気センサ、バッテ
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リ管理システム、および電気分解システムを備える、内燃機関に水素ガスを供給するため
のシステムを提供する。このシステムは燃料を節約し、環境中に放出される有害排出物の
数をほぼ完全に低減し、内燃機関を冷却し、内燃機関内部の残留物を除去する。さらに、
内燃機関に供給するための水素ガスの製造方法も提供する。
【選択図】図２
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【図１】
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【図２】
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【図３】
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【図４】
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【図５Ａ】

【図５Ｂ】
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【図６】
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